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【梅の実】
本市では特産品として大梅から
小梅まで多品種を栽培しており、
季節商材として人気です。2月に
開花し、５月下旬～6月に実を
出荷しています。梅はクエン酸を
はじめ有機酸等を含み、疲労回
復や食中毒予防に役立ちます。


